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天草キリシタン館（船之尾町）

はじめまして。私たちが市議会議員です。

平成24年第２回定例会会議日程
６月  ４日  本会議／開会、市長提出議案の上程及び説明
６月  ８日  本会議／市長提出議案の質疑及び委員会付託
６月１３日  本会議／一般質問
６月１４日  本会議／一般質問
６月１５日  本会議／一般質問
６月１８日  市民環境委員会・建設経済委員会
６月１９日  総務企画委員会・文教厚生委員会
６月２２日  本会議／委員長報告・質疑・討論・採決、閉会



　

議
会
基
本
条
例
を
実
践
！
　

　

天
草
市
議
会
第
４
代
議
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
合
併
６
年
が
経
過
し
、
市
議
会
と

町
議
会
の
違
い
も
あ
り
真
価
が
発
揮
で
き
な

い
期
間
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
３
月
、
議
員
自
ら
が
議
会
・
議
員
の
役

割
・
行
動
指
針
を
明
ら
か
に
し
、
市
民
の
負

託
に
応
え
、
住
み
よ
い
天
草
市
を
目
指
す
こ

と
を
定
め
た
「
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。
今
期
は
、
こ
の
条
例
を
実
践
す
る

こ
と
が
大
き
な
役
割
と
な
り
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
と
議
会
と
の
関
係
の
中
で
２
つ
の
こ

と
を
定
め
て
い
ま
す
。
１
つ
目
は
「
議
会
報

告
会
」。
２
つ
目
は
「
議
会
広
報
紙
の
発
行
」

で
す
。
こ
の
２
つ
を
忠
実
に
実
行
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
い
ち
ば
ん
近
い
議
会
を
具
現
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

少
子
・
高
齢
化
は
ま
す
ま
す
進
み
、
周
辺
地

区
の
過
疎
化
に
よ
り
、
伝
統
行
事
や
水
路
・

道
路
の
清
掃
な
ど
、
集
落
機
能
の
維
持
さ
え

も
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
、
こ
の
こ
と
は
地

域
を
知
る
議
員
の
大
き
な
役
割
と
思
い
ま
す
。

　

明
日
の
天
草
の
た
め
に
も
、
若
い
人
に
魅

力
あ
る
議
会
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

直
面
す
る
諸
課
題
解
決
に
邁
進
！
　

　

今
回
、
天
草
市
議
会
副
議
長
と
い
う
、
身

に
余
る
栄
職
に
選
任
を
い
た
だ
き
、
感
謝
の

思
い
と
と
も
に
、
そ
の
重
責
を
一
層
痛
感
い

た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
地
方
分
権
改
革
が
進
む
今
日
、
地

方
議
会
に
は
、
地
域
住
民
の
意
思
を
的
確
に

把
握
し
、
自
治
体
の
政
策
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
お
り
、
我
々
議

会
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
は
、
ま
す
ま

す
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
私
が
、
長
年
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
た
天
草
第
二
瀬
戸
橋
の
建
設
も

見
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
完
成
の

日
を
目
指
し
て
頑
張
り
通
す
覚
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
天
草
市
を
取
り
巻
く
状
況
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
直
面
す

る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
、
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
、
誠
心
誠

意
努
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ど
う
か
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

し
て
、
副
議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

池
田
裕
之
議
長

就
任
あ
い
さ
つ

平
山
泰
司
副
議
長

就
任
あ
い
さ
つ

天草市議会
新体制

ま
い

　天草市議会では、本会議とは別
に、議案の内容を専門的に審査する
４つの常任委員会（総務企画・市
民環境・建設経済・文教厚生）を
設置しています。議員は、いずれか
の委員会に必ず所属します。
　委員会では、部門ごとに議案内容
をさらに詳しく審査しますが、その
審査結果は、議会最終日に本会議
に報告され、この審議結果を参考に
して、本会議で議決が行われます。

委員長 古賀源一郎副委員長 黒田忠広委員 北野鋼一委員 大塚基生

委員 脇島義純委員 池田裕之委員 田中茂委員 蓮池良正

●
行
財
政
の
運
営
に
関
す
る
諸
問
題
の

調
査

●
総
合
計
画
の
策
定
推
進
等
に
関
す
る

諸
問
題
の
調
査

●
所
管
の
大
ま
か
な
も
の（
防
災
交
通
、

工
事
契
約
、
税
金
関
係
、
地
域
振
興

な
ど
）

平成24年第２回定例会が６月４
日から同22日までの日程で開催
され、正副議長と各委員会の編
成、正副委員長が決まりました。

総
務
企
画
委
員
会
（
８
人
）

委員長 勝木幸生副委員長 福嶋啓子

委員 浜崎義昭 委員 赤木武男 委員 松江雅輝

委員 𠮷川德澄 委員 江浦政巳　

●
生
活
環
境
・
廃
棄
物
対
策
に
関
す
る

諸
問
題
の
調
査

●
水
道
・
病
院
事
業
に
関
す
る
諸
問
題

の
調
査

●
所
管
の
大
ま
か
な
も
の
（
戸
籍
等
の

窓
口
、
水
道
局
、
市
立
病
院
な
ど
）

市
民
環
境
委
員
会
（
7
人
）

委員長 楠本千秋副委員長 鎗光秀孝

委員 濱洲大心 委員 奈良﨑利幸 委員 船辺　修 委員 中村三千人

委員 中村五木 委員 濵﨑昭臣

●
産
業
・
経
済
に
関
す
る
諸
問
題
の
調

査
●
商
工
観
光
に
関
す
る
諸
問
題
の
調
査

●
所
管
の
大
ま
か
な
も
の（
農
林
整
備
、

水
産
、
道
路
整
備
、
建
築
住
宅
、
下

水
道
、
河
川
港
湾
、
都
市
計
画
な
ど
）

建
設
経
済
委
員
会
（
８
人
）

　

現
在
、
２
人
以
上
の
所
属
議
員

を
有
す
る
各
会
派
か
ら
推
薦
さ
れ
た

委
員
９
名
で
構
成
さ
れ
、
議
会
の

運
営
に
関
す
る
こ
と
、
議
会
の
会

議
規
則
、
委
員
会
に
関
す
る
条
例

等
の
事
項
、
議
長
の
諮
問
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
議

案
、陳
情
な
ど
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

年
４
回
開
催
さ
れ
る
定
例
会
の

開
催
日
程
の
調
整
、
本
会
議
の
進

行
確
認
な
ど
を
行
い
ま
す
。

委
員
長
　
　
田
中
　
茂
　
　
　

副
委
員
長
　
蓮
池
良
正

委
員
　
　
　
北
野
鋼
一

　
　
　
　
　
濵
﨑
昭
臣

　
　
　
　
　
江
浦
政
巳

　
　
　
　
　
本
田
武
志

　
　
　
　
　
大
塚
基
生

　
　
　
　
　
中
村
三
千
人

　
　
　
　
　
古
賀
源
一
郎

議
会
運
営
委
員
会
（
9
人
）

委員長 宮下幸一郎副委員長 鶴戸継啓

委員 中尾友二 委員 若山敬介 委員 平山泰司

委員 本田武志 委員 池田次人

●
教
育
に
関
す
る
諸
問
題
の
調
査

●
保
健
・
福
祉
に
関
す
る
諸
問
題
の
調
査

●
所
管
の
大
ま
か
な
も
の（
学
校
教
育
、

教
育
施
設
、
社
会
体
育
〔
市
民
セ
ン

タ
ー
他
〕、
子
育
て
支
援
、
高
齢
者

支
援
、
健
康
増
進
、
保
険
年
金
、
看

護
学
校
な
ど
）

文
教
厚
生
委
員
会
（
7
人
）

委員会って何をするところ？
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平成24年 第２回天草市議会（定例会）議案

緑の産業再生プロジェクト推進事業　
　　　　　　　　　　　　　 ３,407万円

　財源は100%国が支出する事業。
・青年就農給付金、年間
　150万円（最長5年間）
・スーパー L資金の当初
　5年間無利子化
などこれらの事業について
パンフレットの配布などを
行います。
※詳しくは本庁（別館）農業振興課まで

　平成25年秋に熊本県で「第
33回全国豊かな海づくり大会」
が開催され、牛深漁港におい
ても放流事業が行われます。
放流事業を盛り上げるため、
天草地域でも実行委員会を立
ち上げ大会PRの活動や「あかね市」にあわせたプ
レイベントの開催などの事業を行うための補助金。

福祉基金積立　
　　　　　　　　　　　　13万2千円

世界遺産登録推進事業　
　　　　　　　　　　　　　　８１３万円

　本渡ロータリークラブ・天草中央ロータリー
クラブ・天草本渡ライオンズクラブ・天草本渡
青年会議所より親善ゴルフ大会、チャリティー
ゴルフ大会からの寄附金による積立。

　世界文化遺産登録を目指す「長崎の教会群とキリ
スト教関連遺産」に、河浦町の﨑津・今富地区を含
めるために調査を実施し、潜伏キリシタンの信仰や
解禁後のキリスト教復活など地域の価値を証明する
ための事業。

　天草産材の利用増加を図るため、高性能林業機械
等導入に対し助成を行う事業。（補助率は国50%、県、
市各5%）
・高次元加工機械購入
　事業費1,575万円　補助金900万円
・ツイン丸鋸、フォークリフト購入
事業費4,387万円　補助金2,507万円

　行政に対するご意見や要望などを、請願・陳情により市議会に提出することができます。請願・陳情
の方法は、趣旨、提出年月日、請願・陳情者の住所、氏名を記載して押印した文書を議長あてに提出し
てください。
　なお、請願の場合には、趣旨に賛同する紹介議員（1名以上）の署名または記名・押印が必要です。
市民の皆様どなたでも市に対しての要望や意見を市議会に提出することができます。

議案番号 件　　　　　名 結　果

報告第２号 繰越明許費繰越計算書の報告について（平成23年度天草市一般会計） ―

報告第３号 繰越計算書の報告について（平成23年度天草市水道事業会計） ―

報告第４号 財団法人天草下島北部地域観光振興公社の経営状況の報告について

詳細は P6
に掲載

報告第５号 株式会社くらたけの経営状況の報告について

報告第６号 株式会社うしぶかの経営状況の報告について

報告第７号 株式会社プラスファイブの経営状況の報告について

報告第８号 有限会社愛夢里の経営状況の報告について

議第59号 専決処分事項の承認について（天草市税条例の一部を改正する条例） 承認

議第60号 専決処分事項の承認について
（天草市都市計画税条例の一部を改正する条例） 承認

議第61号 専決処分事項の承認について
（天草市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認

議第62号 天草市税条例の一部を改正する条例の制定について〈付託先：総務企画委員会〉 原案可決

議第63号 天草市児童館条例の一部を改正する条例の制定について
〈付託先：文教厚生委員会〉 原案可決

議第64号 外国人登録法の廃止及び住民基本台帳法の一部を改正する法律の施行に伴
う関係条例の整備に関する条例の制定について　　〈付託先：市民環境委員会〉 原案可決

議第65号 天草市立小・中学校設置条例の一部を改正する条例の制定について
〈付託先：文教厚生委員会〉 原案可決

議第66号 天草市農業委員会の選挙による委員の選挙区定数条例の一部を改正する
条例の制定について　　　　　　　　　　　　　　〈付託先：建設経済委員会〉 原案可決

議第67号 工事請負契約の締結について　　　　　　　　　　〈付託先：総務企画委員会〉 原案可決

議第68号 熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について 原案可決

議第69号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 原案可決

議第70号 和解及び損害賠償の額の決定について 原案可決

議第71号 和解及び損害賠償の額の決定について 原案可決

議第72号 市道路線の認定について　　　　　　　　　　　　〈付託先：建設経済委員会〉 原案可決

議第73号 平成24年度天草市一般会計補正予算（第１号）
〈付託先：文教厚生委員会・建設経済委員会・総務企画委員会〉 原案可決

議第74号 監査委員の選任について 同意

議第75号 副市長の選任について 同意

議第76号 教育委員会委員の任命について 同意

議第77号 教育委員会委員の任命について 同意

議第78号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 同意

議第79号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 同意

議員提出
第５号

障がい者の権利を保障する新たな総合福祉法の制定を求める意見書の
提出について 原案可決

付託された各委員会での審査内容は P８～９に掲載。

障がい者の権利を保障する新たな総合福祉法の速やかな制定に関して国に
意見書を提出することを求める請願書

消費税率引き上げに反対する意見書を求める請願

学校給食費の公会計化に関する陳情書

継続審査

全国豊かな海づくり大会天草地域実行委員会補助金
　　　　　　　　　　　　　　 250万円

人・農地プラン作成支援事業　
　　　　　　　　　　　　  １７０万円

今回の補正予算額　合計6,127万2千円　　補正後の予算総額　合計513億324万３千円

請　願
第２号

請　願
第３号

陳　情
第３号 継続審査

（意見書送付済）

敬老祝金事業　　　 （総額2,606万円）　
　　　　　　  〈今回補正〉１,４７４万円

請願・陳情

補正予算の主な内容
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　88歳になられた人に
３万円を、100歳になら
れた人に10万円を市か
ら支給する事業。
◆今年度
・88歳になられた人…732人
・100歳になられた人…41人

採択



　平成８年４月より、うしぶか海彩館、やすらぎの湯、やす
らぎ荘の運営・管理業務を行う。
●事業内容　　
天草・天然さくら鯛祭り、魚捌き方教室、伊勢えび祭り、
牛深天空マグロフェアーなどのイベント開催。

●平成23年度実績
やすらぎの湯の利用者は約８万人、やすらぎ荘の利用者は約6,300人。

　•収入 334,173,928円（指定管理料０円）　•支出 332,914,724円　•当期利益 1,259,204円

　平成11年2月より、愛夢里・海上コテージの運営・業務管理を行う。
●事業内容　
温泉パック、お買い物温泉ツアー、あんこう鍋とくとく宿泊プラン、
天草菊花展、海上コテージ釣り大会などのイベントを開催。

●平成23年度実績
温泉施設利用者は約5万6,300人、海上コテージ利用者は約1,700人。

　•収入 92,230,390円（内、指定管理料1,300万円）　
　•支出 91,062,272円　•当期利益 1,168,118円

　平成5年4月よりシモン芋の茎葉・芋を加工し、そうめん・
ドレッシング・シモン茶などの販売を行う。
●事業内容　
　シモン芋加工販売、えびす茶屋経営（食堂、土産品）
●平成23年度実績
　•収入67,043,622円（内、指定管理料300万円）
　•支出71,369,842円　当期損益4,326,220円
●作付け面積等を広げ経営の建て直しを図る目的で2,800万
円の増資を決定。

　平成11年9月より温泉施設ユメールの運営・管理業務を行う。
●事業内容　
デイサービス事業の推進、グランドゴルフプランなどのイベント開催、
天草コラーゲンチャンポン、天日塩や水農産物の販売に取り組む。

●平成23年度実績
レストラン利用者は約1万8,000人、温泉施設利用者は約５万人。
•収入 62,667,217円（内、指定管理料1,500万円）
•支出 60,993,876円　•当期利益　1,673,341円

番
号

新
規
の
別

地
域
名

施設名称

前回
（H22.4.1 ～ H25.3.31）

今回
（H25.4.1 ～ 
　H28.3.31） 所管課

指定管理者 指定管理料 限度額
（委託料の上限目安）

１ 本渡 本渡老人福祉センター 天草市シルバー
人材センター 1,275万円 1,313万4千円

高齢者
支援課

２ 牛深 牛深老人福祉センター

天草市社会福祉
協議会

1,338万3千円 1,361万4千円

３ 有明 有明老人福祉センター 1,467万3千円 1,462万8千円

４ 倉岳 倉岳老人福祉センター 844万2千円 774万9千円

５ 河浦 河浦老人福祉センター 1,089万9千円 1,222万8千円

６ 牛深 在宅介護支援サテライト施設
ふたうら 543万3千円 542万7千円

７ 牛深 在宅介護支援サテライト施設
おにき 885万6千円 868万2千円

８ 新和 新和高齢者生活福祉センター 2,180万1千円 2,140万5千円

９ 河浦 河浦生活支援ハウス 1,474万2千円 1,472万4千円

10 新規 本渡 本渡児童センター － － 1,914万9千円 子育て
支援課11 新規 本渡 わくわく本渡児童館 － － 2,021万6千円

12 天草 とどろき万太郎村 ㈾森林観光 360万円 511万8千円 農　林
整備課

13 栖本 栖本温泉センター 栖本温泉センター
管理組合 3,117万1千円 6,970万5千円

商　工
観光課

14 河浦 総合交流施設愛夢里
㈲愛夢里 3,900万円 5,426万7千円

15 河浦 河浦海上コテージ

16 新和 新和緑の村 竜洞山みどりの村
運営協議会 1,830万円 2,036万7千円

17 五和 総合交流ターミナル施設
ユメール ㈱プラスファイブ 4,500万円 5,229万6千円

18 天草 藍の岬キャンプ村 天草西海岸
リゾート開発 510万円 525万6千円

19 天草 下田温泉ふれあい館ぷらっと 下田北地区振興会 960万円 1,129万5千円

20 有明 リップルランド公園 天草ありあけ㈱ 1,230万円 1,230万円

21 倉岳 特産品展示販売施設　
えびす茶屋 ㈱くらたけ 900万円 900万円

22 天草 下田温泉センター 下田温泉センター
管理組合 ０円 877万5千円

23 天草 天草交流センター
ブルーアイランド天草

あまくさカラフル
ツーリズム会 300万円 300万円 社　会

教育課

※指定管理制度：市から一定額の指定管理料を受け、企業や地域などの団体が、公の施設の
　　　　　　　　管理・運営を行う制度です。

平成25.4.1～平成28.3.31の限度額が増加している施設は平均賃金の上昇や、燃料費の高騰、人口減少による
利用者の減少などを考慮して試算されています。

株式会社くらたけ（倉岳町）

株式会社うしぶか（牛深町）

株式会社プラスファイブ（五和町）

有限会社愛夢里（河浦町）

　西武グループのリゾート開発に伴い、ゴルフ場開発に係る用地取得のために平成７年3月に旧本渡市、
旧五和町、熊本県による出資により公社を設立。
●事業内容　
　ゴルフ場予定地跡管理　　　　　　　　　　　　　
　（１）仮登記用地固定資産税負担金支払い　　　　　　　　
　（２）佐伊津町宇土地区水利組合負担金支払い　　　
　（３）ゴルフ場予定地跡内の除草作業
　正味財産期末残高（平成24年３月末）　90,873,745円（基金）
　※今後はゴルフ場予定地跡利用について検討を行う。

財団法人天草下島北部地域観光振興公社（市役所内）

報告第4号～8号経営状況報告市から指定管理料を支出している指定管理施設

あまくさ市議会だより 7 あまくさ市議会だより 6



　
６
月
８
日
の
本
議
会
で
委
員
会
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
案
件
の
審
査
を
、
４
つ
の
常

任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
一
部
内
容

を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

 

総
務
企
画
委
員
会　
　

天
草
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
内
容
】
地
方
税
法
等
の
改
正
で
「
地
域

決
定
型
地
方
税
制
特
例
措
置
」の
導
入（
今

ま
で
は
、
国
が
一
律
に
定
め
て
い
た
）
に

伴
い
、
本
市
下
水
道
条
例
で
義
務
付
け
て

い
る
除
外
施
設
に
つ
い
て
、
そ
の
償
却
資

産
の
課
税
標
準
額
に
お
け
る
特
例
率
を
、

４
分
の
３
に
定
め
る
内
容
。

【
審
査
内
容
及
び
委
員
会
で
の
意
見
等
】

特
例
率
を
４
分
の
３
と
し
た
経
緯
及
び
特

例
率
の
適
用
実
績
に
つ
い
て
審
査
。

【
解
答
】
特
例
率
は
他
市
の
状
況
や
下
水

道
課
と
の
協
議
で
適
用
し
、
天
草
市
で
は

平
成
24
年
度
償
却
資
産
の
申
告
書
や
現
地

調
査
に
よ
り
対
処
す
る
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

【
審
査
内
容
】
五
和
中
学
校
建
設
第
Ⅱ
期

造
成
工
事
の
契
約
（
契
約
額
１
億
6
、２

５
４
万
円
）
に
つ
い
て
。

【
審
査
内
容
及
び
委
員
会
で
の
意
見
等
】

平
成
24
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
附
帯

決
議
を
行
っ
て
お
り
、「
児
童
生
徒
の
安

全
対
策
、
周
辺
地
域
及
び
地
域
住
民
へ
の

安
全
対
策
の
配
慮
」、「
下
流
域
に
あ
る
樋

門
を
含
め
た
周
辺
地
域
の
排
水
対
策
等
の

整
備
」、「
避
難
場
所
の
設
定
、
防
災
マ
ッ

プ
の
作
成
」
に
つ
い
て
、
地
元
や
関
係
課

等
で
調
整
な
ど
が
さ
れ
て
い
る
か
、
意
見

が
出
さ
れ
た
。

【
解
答
】
入
札
に
関
し
て
は
、
学
校
施
設

整
備
に
関
す
る
特
別
委
員
会
・
文
教
厚
生

委
員
会
へ
の
報
告
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
と
も
協
議
し
、
入
札
を
実
施

し
た
。

  

市
民
環
境
委
員
会

外
国
人
登
録
法
の
廃
止
及
び
住
民

基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

【
審
査
内
容
】
外
国
人
に
つ
い
て
、
日
本

人
と
同
様
に
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用

対
象
者
と
す
る
こ
と
に
加
え
、
外
国
人
住

民
の
利
便
の
増
進
と
市
町
村
等
に
お
け
る

行
政
の
合
理
性
を
図
る
た
め
の
も
の
で
、

関
係
の
あ
る
条
例
で
、
文
言
な
ど
の
一
部

改
正
を
行
う
も
の
。

 

建
設
経
済
委
員
会

天
草
市
農
業
委
員
会
の
選
挙
区
定

数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

【
内
容
】
新
和
町
が
、
２
０
１
０
年
の
農

林
業
セ
ン
サ
ス
に
お
い
て
、
農
地
面
積
、

農
家
数
と
も
に
選
挙
区
の
要
件
を
満
た
さ

な
く
な
り
、
農
業
委
員
会
な
ど
で
の
検
討

の
結
果
、
新
和
町
、
天
草
町
及
び
河
浦
町

を
一
つ
の
選
挙
区
と
し
、
天
草
町
大
江
向

地
区
に
つ
い
て
は
、
行
政
区
移
管
に
伴
い

選
挙
区
の
変
更
を
行
う
と
い
う
内
容
。

【
審
査
結
果
】
定
数
総
数
に
は
変
わ
り
は

な
い
。

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

【
内
容
】
深
海
小
学
校
跡
地
と
生
活
関
連

道
路
を
活
用
し
、
市
道
と
し
て
の
整
備
を

行
い
、
周
辺
住
民
の
安
全
性
と
利
便
性
の

向
上
を
図
る
内
容
。

【
審
査
内
容
及
び
委
員
会
で
の
意
見
等
】

現
地
調
査
を
行
い
、
認
定
後
の
工
事
等
に

つ
い
て
審
査
。

【
解
答
】
年
度
内
に
は
施
工
し
、
現
行
の

予
算
内
で
対
応
が
可
能
。

平
成
24
年
度
天
草
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）所
管
部
門
に
つ

い
て

●〈
農
業
費
〉
に
計
上
の
〔
人
・
農
地
プ

ラ
ン
作
成
支
援
事
業
〕
に
つ
い
て
。

【
内
容
】
農
業
後
継
者
不
足
や
耕
作
放
棄

地
の
「
人
と
農
地
の
問
題
」
を
、
地
域
住

民
で
地
域
の
将
来
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
新
規
就
農
者
の
確
保

や
農
地
の
集
積
に
係
る
支
援
を
行
う
、
全

額
国
庫
補
助
の
事
業
内
容
。

【
審
査
内
容
及
び
委
員
会
で
の
意
見
等
】

後
継
就
農
者
の
定
着
化
・
安
定
化
の
た
め
、

45
歳
以
上
の
人
も
対
象
と
し
、
複
数
年
に

わ
た
っ
て
支
援
を
行
う
よ
う
な
市
単
独
事

業
の
検
討
や
、
事
業
の
周
知
な
ど
に
あ
た

っ
て
は
、行
政
区
長
に
協
力
を
お
願
い
し
、

多
く
の
市
民
へ
周
知
と
説
明
に
努
め
る
よ

う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

●〈
林
業
費
〉
に
計
上
の〔
緑
の
産
業
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
〕に
つ
い
て
。

【
内
容
】
林
業
・
木
材
産
業
等
の
地
域
再

生
と
、
天
草
産
材
の
利
用
増
加
を
図
る
た

め
、
地
元
木
材
業
者
の
高
性
能
林
業
機
械

等
導
入
に
対
し
て
助
成
を
行
う
。
財
源
の

内
訳
は
、
国
が
50
％
、
県
及
び
市
が
そ
れ

ぞ
れ
５
％
の
補
助
を
行
う
内
容
。

●〈
水
産
業
費
〉
に
計
上
の
〔
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
天
草
地
域
実
行
委
員

会
補
助
金
〕
に
つ
い
て
。

【
内
容
】
平
成
25
年
秋
に
、
熊
本
県
で
開

催
さ
れ
る
「
第
33
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く

り
大
会
」
に
お
い
て
、
牛
深
漁
港
で
も
放

流
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
天
草

地
域
で
も
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
放
流

行
事
を
盛
り
上
げ
る
様
々
な
事
業
を
計
画

し
て
い
く
た
め
に
、
実
行
委
員
会
に
対
し

て
補
助
を
行
う
内
容
。

【
審
査
内
容
及
び
委
員
会
で
の
意
見
等
】

行
政
側
だ
け
で
一
方
的
に
進
め
が
ち
な
と

こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
住
民
側
の
意
見
も
十

分
く
み
と
り
、
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

【
解
答
】
県
の

実
行
委
員
会
事

務
局
と
協
議

し
、
天
草
を
代

表
す
る
郷
土
芸

能
「
牛
深
ハ
イ

ヤ
」
の
採
用
を

強
く
要
望
し
て

い
る
。

●〈
債
務
負
担
行
為
補
正
〉
に
係
る
所
管

部
門
に
つ
い
て
。

【
内
容
】
11
施
設
に
係
る
平
成
25
年
度
か

ら
同
27
年
度
ま
で
の
３
カ
年
分
の
限
度

額
、
２
億
４
千
８
３
７
万
９
千
円
を
計
上

す
る
内
容
。

【
審
査
結
果
】
補
正
予
算
（
第
１
号
）
所

管
部
門
本
件
に
つ
い
て
は
、
異
議
な
く
、

原
案
の
と
お
り
可
決
。

 

文
教
厚
生
委
員
会

天
草
市
児
童
館
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
内
容
】「
本
渡
児
童
セ
ン
タ
ー
」及
び「
わ

く
わ
く
本
渡
児
童
館
」
に
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
、
公
の
施
設
の
円
滑
な
管
理

運
営
を
図
る
た
め
、
条
例
の
一
部
改
正
を

行
う
内
容
。

【
審
査
内
容
及
び
委
員
会
で
の
意
見
等
】

児
童
館
の
設
置
場
所
が
一
部
地
域
に
限
定

さ
れ
て
お
り
、
児
童
館
と
し
て
の
ハ
ー
ド

面
の
整
備
は
行
わ
な
く
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
幅
広
く
利
用
し
、

ソ
フ
ト
面
を
充
実
さ
せ
、
既
存
施
設
の
利

用
も
考
え
な
が
ら
進
め
る
よ
う
と
の
意
見

も
出
さ
れ
た
。

天
草
市
立
小
・
中
学
校
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

【
内
容
】
平
成
26
年
４
月
に
五
和
地
区
の

４
小
学
校
を
統
合
し
、
新
た
に
五
和
小
学

校
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
本
年
４
月
に

統
合
し
た
五
和
中
学
校
の
新
校
舎
な
ど
の

完
成
に
伴
い
、
移
転
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
と
い

う
内
容
。

【
審
査
内
容
及
び
委
員
会
で
の
意
見
等
】

平
成
24
年
第
１
回
定
例
会
の
附
帯
決
議
に

関
連
し
、「
用
地
造
成
を
行
う
こ
と
で
大

雨
に
よ
る
グ
ラ
ン
ド
や
周
辺
地
域
へ
の
浸

水
に
つ
い
て
」、
ま
た
、
工
事
期
間
中
に

お
け
る「
樋
門
の
仮
設
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
」

意
見
が
出
さ
れ
た
。

【
解
答
】
用
地
造
成
・
校
舎
建
設
期
間
中

は
仮
設
ポ
ン
プ
で
対
応
し
て
い
る
。ま
た
、

学
校
建
設
後
は
学
校
施
設
内
の
排
水
対
策

と
し
て
調
整
池
で
対
応
。

　

ま
た
、
排
水
解
析
の
結
果
を
踏
ま
え
平

成
25
年
度
予
算
に
本
設
ポ
ン
プ
の
予
算
を

計
上
す
る
予
定
で
あ
る
た
め
、
７
月
末
ま

で
現
地
調
査
を
行
い
、
来
年
の
１
月
ま
で

に
排
水
解
析
業
務
を
終
了
し
た
い
と
の
説

明
が
な
さ
れ
た
。

平
成
24
年
度
天
草
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）所
管
部
門
に
つ

い
て

●「
高
齢
者
福
祉
総
務
費
に
つ
い
て
」

【
内
容
】
敬
老
祝
金
支
給
条
例
で
88
歳
・

１
０
０
歳
到
達
者
へ
の
祝
い
金
を
給
付
す

る
と
い
う
内
容
。

【
審
査
内
容
及
び
委
員
会
で
の
意
見
等
】

敬
老
祝
金
に
つ
い
て
は
、
い
つ
ま
で
続
く

の
か
、
高
齢
者
福
祉
事
業
の
財
源
と
し
て

事
業
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
、
意
見
が
出
さ
れ
た
。

【
解
答
】
平
均
寿
命
が
延
び
、
財
政
的
に

困
難
な
状
況
が
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

市
民
の
意
見
を
集
約
し
、
高
齢
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
維
持
、
福
祉
行
政
全
般
の
政
策

や
将
来
的
な
財
源
の
使
途
に
つ
い
て
研
究

が
必
要
。

●「
世
界
遺
産
登
録
推
進
費
に
つ
い
て
」

【
審
査
内
容
及
び
委
員
会
で
の
意
見
等
】

指
定
地
域
の
今
後
の
開
発
規
制
に
つ
い
て

意
見
が
出
さ
れ
た
。

【
解
答
】
重
要

文
化
的
景
観
に

お
け
る
保
護
・

管
理
の
規
制
や

景
観
条
例
の
基

準
等
が
あ
る

が
、
す
べ
て
地

域
住
民
の
方
に

は
、
説
明
を
行

い
、
ご
了
解
を

い
た
だ
い
て
い

る
。

障
が
い
者
の
権
利
を
保
障
す
る
新

た
な
総
合
福
祉
法
の
速
や
か
な
制

定
に
つ
い
て

【
内
容
】
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

を
求
め
る
と
い
う
内
容
。

【
審
査
結
果
】
提
出
者
の
請
願
ど
お
り
、

採
決
し
、
衆
・
参
両
院
議
長
、
内
閣
総
理

大
臣
ほ
か
、
関
係
大
臣
に
送
付
し
た
。

議 第
62号

議 第
67号

議 第
73号

議 第
64号

議 第
63号

議 第
73号

請願
第2号

議 第
65号

議 第
66号

議 第
72号

常任委員会委員長報告

お
お
え
む
こ
う
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赤
木　
市
所
有
の
庁
舎
、
学
校
、
公
民

館
な
ど
公
的
不
動
産
（
Ｐ
Ｒ
Ｅ
）
の
多

く
は
旧
市
町
が
フ
ル
セ
ッ
ト
で
整
備
し

て
い
た
が
、
施
設
の
老
朽
化
や
少
子
高

齢
化
等
で
資
産
過
剰
や
維
持
管
理
経
費

の
増
大
な
ど
か
ら
、
適
切
か
つ
効
率
的

な
管
理
運
用
が
必
要
で
は
な
い
か
。
　

市
長
　
持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
確
立

す
る
に
は
市
有
財
産
の
整
理
と
統
廃
合

は
避
け
ら
れ
な
い
。
市
有
財
産
を
経
営

資
産
と
捉
え
、
適
正
に
管
理
・
運
用
が

必
要
で
、①
保
有
総
量
の
縮
小
②
効
果

的
・
効
率
的
利
用
の
推
進
③
長
寿
命
化

の
推
進
な
ど
、
全
市
有
財
産
を
全
庁
的

な
推
進
体
制
で
中
長
期
的
に
取
組
む
。

【
防
災
・
減
災
へ
の
対
応
に
つ
い
て
】

赤
木　
①
非
構
造
部
材
対
策
に
つ
い
て

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
建
物
の
構
造

体
・
天
井
や
照
明
器
具
、
外
内
壁
な
ど

（
非
構
造
部
材
）
が
崩
落
し
、
死
傷
者

も
出
た
。
学
校
等
の
施
設
は
地
域
の
防

災
拠
点
（
避
難
所
）
と
も
な
り
、
耐
震

点
検
、
耐
震
対
策
が
求
め
ら
れ
る
が
。

教
育
部
長
　
平
成
23
年
度
に
市
内
27
カ

所
の
小
学
校
を
点
検
し
た
が
、
転
落
・

転
倒
防
止
措
置
が
で
き
て
お
ら
ず
、
す

べ
て
の
学
校
で
何
ら
か
の
対
策
が
必
要

と
わ
か
っ
た
。
中
学
校
の
耐
震
点
検
・

耐
震
対
策
と
あ
わ
せ
、
今
後
計
画
的
に

改
修
な
ど
に
取
り
組
む
。

赤
木　
②
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
導
入

に
つ
い
て

　
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災

で
、
断
水
に
よ
る
「
ト
イ
レ
難
民
」
が

発
生
し
、
深
刻
な
状
況
で
あ
っ
た
。
水

洗
ト
イ
レ
等
が
使
用
で
き
な
い
、
仮
設

ト
イ
レ
の
汚
物
処
理
が
不
十
分
で
、
感

染
症
拡
大
の
危
険
性
か
ら
、
避
難
所
な

ど
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
導
入
を
提

案
す
る
。
　
　
　
　

建
設
部
長
　
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
は
下
水
道
に
直
結

し
、
そ
の
上
に
簡
易
ト
イ

レ
を
設
け
る
も
の
で
、多

く
の
人
が
利
用
し
て
も
直

接
下
水
道
に
流
す
こ
と
か

ら
汲
み
取
り
が
不
必
要
。

公
衆
衛
生
上
の
観
点
か
ら

も
緊
急
時
の
ト
イ
レ
確
保

は
重
要
な
対
策
と
考
え
る

の
で
避
難
場
所
に
は
整
備

の
検
討
を
し
た
い
。

若
山　
３
・
11
東
日
本
大
震
災
後
に
地

域
防
災・水
防
計
画
は
見
直
さ
れ
た
か
。

総
務
部
長
　
津
波
避
難
所
の
見
直
し
、

住
民
避
難
支
援
体
制
の
充
実
、
地
域
防

災
力
の
向
上
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

環
境
整
備
な
ど
、
津
波
災
害
対
策
を
強

化
・
充
実
す
る
こ
と
と
し
た
。
水
防
計

画
に
は
、「
津
波
」
を
明
文
化
し
、
安

全
確
保
の
規
定
も
新
設
し
た
。

　若
山　
ゴ
ル
フ
場
予
定
跡
地
に
災
害
避

難
用
ス
ペ
ー
ス
は
作
れ
な
い
か
。

企
画
部
長
　
現
時
点
で
は
、
敷
地
造
成

事
業
の
実
施
は
困
難
で
あ
る
。
土
地
権

利
関
係
を
確
定
し
、
仮
登
記
の
解
消
を

最
優
先
に
取
り
組
み
た
い
。

　若
山　
天
草
空
港
に
熊
本
空
港
の
サ
ブ

機
能
を
持
た
せ
る
計
画
に
本
市
の
対
応

は
。
　
ま
た
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
短
期
・
中
期
・
長
期
的
視
野
で

の
市
長
の
考
え
方
は
。

市
長
　
天
草
空
港
は
、
熊
本
空
港
の
サ

ブ
機
能
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
天
草

地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
検
討
さ
れ
る

よ
う
で
す
。よ
り
有
効
活
用
す
る
た
め
、

熊
本
県
と
協
議
し

た
い
。

　
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
は
、
短
期
に

人
命
を
守
り
、中
・

長
期
的
に
は
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
防

災
教
育
の
充
実
が

重
要
だ
と
思
う
。

　若
山　
防
災
関
連
事
業
と
し
て
国
・
県

道
の
法
面
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
市
道
や
河
川
へ
の
対
応
は
。

建
設
部
長
　
現
時
点
で
は
、
定
期
的
な

パ
ト
ロ
ー
ル
で
の
対
応
、「
予
防
保
全
」的

見
地
か
ら
、計
画
的
に
取
り
組
み
た
い
。

　若
山　
森
林
災
害
対
策
と
し
て
、
市
有

林
整
備
の
現
況
と
対
策
は
。

経
済
部
長
　
ダ
ム
上
流
は
、
水
源
涵
養

保
安
林
に
指
定
さ
れ
、
保
安
林
整
備
事

業
と
し
て
間
伐
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
今
後
も
治
山
ダ
ム
建
設
な
ど
に
よ

り
、
土
砂
流
出
防
止
や
針
広
混
交
林
化

に
向
け
て
森
林
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
。

Ｐ
Ｒ
Ｅ
戦
略
を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き

赤
木

若
山

若
山

若
山

若
山

若
山

赤
木

赤
木

市
長

教
育
部
長

建
設
部
長

総
務
部
長

企
画
部
長

建
設
部
長

経
済
部
長

赤木武男
議員

若山敬介
議員

災
害
対
策
に
つ
い
て

か
ん
よ
う

市
長

〈断面図〉

平常時災害時

ダッシュ８

一般質問

・今までは、日本に滞在する外国人には外国人登録証明書が
発行され、住民票がありませんでした。今回の改正により
３カ月以上滞在する外国人には住民票が作成されるように
なりました。
・今までは結婚しても外国人は住民票に記載されませんでし
たが、今回の改正により記載されるようになりました。
※この条例は７月９日から施行されています。

　現在、市が管理運営を行っている「本渡児童セ
ンター（本渡町本渡）」「わくわく本渡児童館（丸
尾町）」に指定管理制度を導入し、公の施設とし
て円滑な管理運営を図っていきます。
※指定管理制度：市から一定額の指定管理料を受
け、企業や地域などの団体が公の施設の管理・
運営を行う制度です。

五和中学校（現在、旧五和西中の仮校舎を使用）
五和小学校（御領鬼池小・城河原小・手野小・
二江小、統合）は平成26年4月開校に向けて工
事が進められています。
※市の条例に基づき、工事請負契約の予定価格
が１億５千万円以上の場合は、議会の議決が
必要になります。

天草市児童館条例の一部を改正

契約案件　原案可決

外国人登録法の廃止及び住民基本台帳法の一部を改正

五和中学校建設事業第Ⅱ期造成工事

議案番号 件　　名 概　　要 契約業者 契約金額

議第
67号

工事請負契約の締結
「五和中学校建設事業
第Ⅱ期造成工事」

学校用地造成による雨水等
流出の増大を防ぐための調
整池を整備する工事です。

株式会社
中村建設 １億6,254万円

条 例 改 正

工 事 請 負 契 約 の 締 結
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鎗
光
　
地
区
振
興
会
の
重
要
性
が
増
し

て
い
る
が
、
活
動
状
況
は
ど
う
か
。

企
画
部
長　

昨
年
の
６
・
７
月
に
、
全

51
地
区
振
興
会
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
、
４
分
の
３
の
地
区
が
活
発
に
な

っ
た
と
回
答
が
あ
っ
た
。

鎗
光
　
地
域
づ
く
り
の
課
題
は
。

企
画
部
長　

人
材
育
成
、
防
犯
対
策
、

伝
統
文
化
の
継
承
、
青
少
年
交
流
な
ど

の
意
見
が
あ
っ
た
。

鎗
光
　
市
の
人
的
、
財
政
的
支
援
は
不

可
欠
と
思
う
が
ど
う
か
。

企
画
部
長　

平
成
22
年
度
、
宝
島
づ
く

り
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
交
付
金
制
度
を
創

設
し
て
、
他
地
域
の
モ
デ
ル
と
な
る
先

進
地
事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

の
創
設
、
少
子
高
齢
化
の
対
応
な
ど
３

分
野
へ
支
援
を
行
い
、
3
年
間
で
、
26

団
体
が
活
用
し
て
い
る
。
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
制
度
の
導
入
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

構
築
し
て
、
地
域
づ
く
り
を
し
っ
か
り

と
支
援
す
る
。

鎗
光
　
去
年
、
天
草
市
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
に
よ
る
出
会
い
バ
ス
ツ
ア
ー
が

県
の
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
て
実
施
さ

れ
、
６
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
た
。

市
も
率
先
し
て
出
会
い
の
場
づ
く
り
を

実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

来
年
度
に
向
け
て
公

的
機
関
団
体
に
、
補
助
が
可
能
で
あ
る

か
前
向
き
に
検
討
す
る
。

【
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
】

鎗
光
　
登
下
校
中
に
お
け
る
子
供
た
ち

の
事
件
・
事
故
が
発
生
し
て
い
る
が
、

通
学
路
の
安
全
確
保
を
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
部
長 

通
学
路
に
お
け
る
点
検
な

ど
に
つ
い
て
は
、
実
施
要
領
に
基
づ
き

実
施
し
て
い
る
。
不
審
者
対
策
は
具
体

的
行
動
を
指
導
し
て
い
る
。
防
犯
灯
の

必
要
カ
所
に
つ
い
て
は
調
査
を
し
て
い

る
。今
後
は
防
災
交
通
課
で
対
応
す
る
。

蓮
池 〔〝
豊
か
な
自
然
を
ま
も
り
ま
す
〞

に
反
す
る
動
き
〕
火
力
発
電
所
か
ら
出

る
石
炭
灰（
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
）
を
材
料

に
し
た
建
設
材
料
が
市
内
で
も
使
え
る

よ
う
に
変
更
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

市
民
環
境
部
長　

苓
北
町
内
で
の
使
用

に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
県
よ
り
安
全
性

に
適
合
す
る
と
判
断
さ
れ
、
条
件
解
除

さ
れ
た
。

蓮
池 

健
康
な
体
と
人
権
を
奪
う
水
俣
病

か
ら
の
被
害
者
救
済
申
請
受
付
は
、
閉

じ
る
べ
き
で
は
な
い
。
市
長
・
市
は
ど
う

い
う
対
応
を
と
る
方
向
な
の
か
。

市
長　

関
係
自
治
体
と
連
携
、
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
、
一
人
で
も
こ
の
申
請
に

つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
最
善
の
努
力
を
し
て
い
く
。

蓮

 

自
然
生
態
系
の
乱
れ
か
ら
の
警
鐘

「
イ
ノ
シ
シ
関
連
ダ
ニ
被
害
」「
貝
毒
被
害
」

市
の
対
応
と
経
緯
、
今
後
の
方
針
は
。

経
済
部
長　

イ
ノ
シ
シ
を
か
ん
だ
マ
ダ

ニ
が
病
原
体
「
日
本
紅
斑
熱
」
を
体
内

で
増
殖
し
、
野
生
動
物
な
ど
を
介
し
て

夏
の
時
期
に
発
生
す
る
と
聞
い
て
い

る
。
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。
カ

キ
の
検
査
体
制
も
強
化
し
、
消
費
者
へ

の
食
の
安
全
に
努
め
て
い
く
。

蓮
池　
「
公
共
施
設
な
ど
」
に
も
節
電

及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て
ソ
ー
ラ

ー
パ
ネ
ル
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
環
境
部　

 

新
規
の
施
設
に
は
、

太
陽
光
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
を

基
本
に
し
て
い
る
。

蓮
池　
高
校
再
編
へ
の
対
応
と
し
て

「
経
済
的
負
担
の
通
学
支
援
策
」。ま
た
、

地
域
の
高
校
は
残
し
て
お
く
べ
き
。

教
育
部
長　

通
学
支
援
策
な
ど
ど
の
よ

う
な
対
応
が
可
能
か
検
討
す
る
。
存
続

を
求
め
県
教
委
に
働
き
か
け
を
し
て
い

き
た
い
。

蓮
池　
教
育
の
独
立
性「
教
科
書
選
定
」

な
ど
に
つ
い
て
は
、
毅
然
に
対
応
を
。

教
育
長 

基
本
的
な
意
義
を
踏
ま
え
て
教

育
行
政
に
あ
た
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

蓮
池　
教
師
の
多
忙
化
防
止
・
提
出
物

の
軽
減
を
。

教
育
部
長　

教
師
の
負
担
が
増
さ
な
い

よ
う
に
指
導
を
し
て
い
る
。

黒
田　
御
所
浦
白
亜
紀
資
料
館
の
建
設

は
、
旧
町
時
代
か
ら
の
地
域
住
民
の
悲

願
で
あ
る
。
天
草
御
所
浦
ジ
オ
パ
ー
ク

構
想
計
画
や
、
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

計
画
、
市
の
全
島
博
物
館
構
想
計
画
に

も
建
設
の
重
要
性
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
建
設
計
画
の
現
状
を
知
り
た
い
。

教
育
部
長　

白
亜
紀
資
料
館
は
、
開
館

15
周
年
を
迎
え
た
が
、
御
所
浦
島
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
を
間
借
り
し
た
状
況
。

資
料
館
整
備
に
つ
い
て
は
、「
全
島
博

物
館
構
想
」
で
ア
ク
セ
ス
や
立
地
条
件

を
再
検
討
し
、
館
の
建
設
を
目
指
す
と

し
て
お
り
、
天
草
御
所
浦
ジ
オ
パ
ー
ク

構
想
及
び
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
と
連

携
を
図
り
、
今
後
も
継
続
し
て
検
討
す

る
。

黒
田　
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
で
は
平

成
25
年
に
申
請
す
る
と
な
っ
て
い
る

が
、
現
在
の
天
草
地
域
に
は
解
説
板
、

標
識
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
ガ
イ
ド
人
、

モ
デ
ル
コ
ー
ス
も
な
い
。
申
請
時
期
は

遅
れ
て
も
整
備
が
整
っ
た
時
点
で
申
請

を
判
断
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

２
市
１
町
で
連
携
を
計
り
当
初

の
計
画
ど
お
り
、
25
年
度
中
の
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
認
定
申
請
に
向
け
て
全
力
を

尽
く
す
。

黒
田　
市
長
は
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

推
進
協
議
会
の
会
長
だ
が
、
協
議
会
の

判
断
と
し
て
、
平
成
25
年
の
申
請
に
か

か
わ
ら
ず
、
き
ち
ん
と
整
備
し
、
申
請

す
る
こ
と
を
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
考

え
る
よ
う
、
提
案
す
る
。

市
長　

現
時
点
で
は
25
年
度
の
認
定
申

請
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
す
考
え
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
２
市
１
町
と
の
協

議
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
、
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
考
え
て
い
く
べ
き
事
と
考

え
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
た

い
。

【
男
性
の
骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ
い
て
】

楠
本　
約
２
３
０
万
人
の
男
性
が
骨
粗

し
ょ
う
症
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
市
の

定
期
健
診
の
受
診
項
目
に
で
き
な
い
か
。

市
長　

現
在
、
県
の
補
助
事
業
で
女
性

の
み
を
対
象
に
実
施
し
、
今
後
、
男
性

の
健
診
に
つ
い
て
も
、
前
向
き
に
検
討

す
る
。

【
Ａ
Ｅ
Ｄ（
体
外
式
除
細
動
機
器
）
に
つ

い
て
】

楠
本　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
児
童
・
生
徒

へ
の
「
命
の
教
育
」
の
取
り
組
み
状
況

は
。

教
育
部
長　

小
学
校
６
校
、
中
学
校
11

校
で
避
難
訓
練
な
ど
の
と
き
、
実
施
訓

練
を
含
め
た
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

楠
本　
心
肺
蘇
生
法
を
通
じ
て
の
「
命

の
教
育
」
の
実
践
体
験
を
今
以
上
、
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

【
観
光
振
興
に
つ
い
て
】

楠
本　
地
域
お
こ
し
策
で
注
目
さ
れ
て

い
る
「
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
の

天
草
に
お
け
る
取
り
組
み
は
。

経
済
部
長　

映
画
・
テ
レ
ビ
な
ど
の
撮

影
を
誘
致
・
支
援
す
る
「
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
が
設
置
さ
れ
て
10
年
に

な
り
、
こ
れ
ま
で
６
１
９
件
の
問
い
合

わ
せ
で
、
２
０
０
件
の
実
績
が
あ
る
。

昨
年
の
直
接
的
経
済
効
果
と
パ
ブ
リ
シ

テ
ィ
効
果
を
合
わ
せ
て
約
４
億
円
と
推

計
さ
れ
る
。
本
年
、
牛
深
で
大
竹
し
の

ぶ
さ
ん
主
演
の
映
画
「
ワ
ッ
ゲ
ン
オ
ッ

ゲ
ン
」
の
ロ
ケ
も
行
わ
れ
た
。

【
文
化
振
興
に
つ
い
て
】

楠
本　
現
在
、
世
界
遺
産
登
録
や
天
草

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
な
ど
、
業
務
が
多
忙

で
あ
る
。
文
化
財
行
政
と
文
化
振
興
が

無
理
の
な
い
よ
う
、
教
育
委
員
会
と
市

長
部
局
に
分
け
ら
れ
な
い
か
。

市
長　

ご
提
言
に
つ
い
て
は
、
組
織
改

革
に
あ
わ
せ
検
討
し
て
い
き
た
い
。

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

鎗光秀孝
議員

蓮池良正
議員

環
境
問
題
へ
の
今
日
的
接
近
と

対
策
・
教
育
の
あ
り
方

天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
に
つ
い
て

黒田忠広
議員

楠本千秋
議員

市
民
の
健
康
対
策
に
つ
い
て

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

楠
本

楠
本

楠
本

楠
本

楠
本

黒
田

黒
田

黒
田

蓮
池

蓮
池

蓮
池

蓮
池

蓮
池

蓮
池

蓮
池

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
長

教
育
部
長

教
育
部
長

経
済
部
長

経
済
部
長

教
育
部
長

健
康
福
祉
部
長

市
民
環
境
部
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
民
環
境
部
長

企
画
部
長

企
画
部
長

企
画
部
長

心臓マッサージ（胸骨圧迫）
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浜
崎　
農
林
水
産
業
の
分
野
に
お
い

て
、
生
産
物
・
水
揚
げ
量
等
の
不
振
や

生
活
・
生
産
環
境
の
立
ち
遅
れ
、
耕
作

放
棄
地
の
増
大
な
ど
か
ら
、
就
業
機
会

の
減
少
、
人
口
の
流
出
・
減
少
、
著
し

い
高
齢
化
と
い
っ
た
問
題
が
顕
著
化
し

て
い
る
。
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

経
済
部
長　

耕
作
放
棄
地
は
、
約
２
千

ha
と
な
っ
て
い
る
。平
成
23
年
度
ま
で
、

80 

ha
解
消
し
た
。
解
消
後
の
作
物
は
、

オ
リ
ー
ブ
、
果
樹
、
野
菜
の
栽
培
、
放

牧
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

浜
崎　
地
域
の
特
性
（
自
然
・
食
品
・

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー・生
物
資
源
等
）

を
活
か
し
た
研
究
開
発
を
行
う
た
め
の

研
究
機
関
の
誘
致
を
行
う
べ
き
。

経
済
部
長　

研
究
機
関
の
誘
致
は
、
重

要
な
取
り
組
み
の
一
つ
と
認
識
し
て
い

る
が
、
地
理
的
条
件
な
ど
で
困
難
な
面

も
あ
る
。

浜
崎　
地
元
（
あ
ま
く
さ
）
で
古
く
か

ら
利
用
さ
れ
た
食
品
を
発
掘
・
新
商
品

と
し
て
開
発
、
安
心
・
安
全
な
食
材
の

推
進
は
行
え
な
い
か
。

　
天
草
の
自
然
界
に
自
生
し
て
い
る
も

の
に
目
を
向
け
発
掘
支
援
し
て
い
く
べ

き
（
郷
土
料
理
・
漁
業
者
へ
商
品
開
発

支
援
）。

経
済
部
長  

地
元
食
材
を
使
っ
た
商
品
が

引
き
続
き
伸
び
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

浜
崎　
も
場
造
成
・
環
境
保
全
・
漁
場

機
能
維
持
管
理
な
ど
の
事
業
は
、
四
方

を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
の
天
草
に
お

い
て
重
点
的
に
取
り
入
れ
る
べ
き
も

の
。
国
の
支
援
事
業
・
再
生
事
業
の
取

り
入
れ
は
、積
極
的
に
行
わ
れ
る
べ
き
。

農
林
水
産
省
予
算
概
算
要
求
の
中
に
、

多
く
の
事
業
が
あ
る
の
で
市
で
も
活
用

す
べ
き
（
漁
港
・
漁
村
活
性
化
対
策
、

有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
総
合
対
策
事

業
、
日
本
沿
岸
域
藻
場
再
生
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
事
業
、
小
水
力
等
農
村
地
域
資
源

利
用
促
進
事
業
な
ど
が
あ
る
）。

経
済
部
長　

議
員
が

お
調
べ
い
た
だ
い
た

よ
う
に
多
く
の
メ
ニ

ュ
ー
が
あ
り
、
優
先

順
位
を
付
け
、
関
係

機
関
と
協
議
を
行
い

検
討
し
て
い
く
。

大
塚　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業

で
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
雇
用

の
場
の
創
出
は
、
極
め
て
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。
国
の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
説
明
を
。

経
済
部
長　

地
域
の
将
来
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
策
定
す
る
、
地
域
の
将
来
計

画
は
、
経
営
体
へ
ど
う
農
地
を
集
め
、

そ
れ
以
外
の
農
業
者
も
含
め
た
、
地
域

産
業
の
５
年
後
の
目
標
を
定
め
、
集
積

計
画
表
を
字
図
に
示
す
。
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
農
地
集
積
協
力
金
の
交
付
、
青
年

就
農
給
付
金
等
が
受
け
ら
れ
る
。

【
農
業
公
社
の
設
立
に
つ
い
て
】

大
塚　
耕
作
放
棄
地
対
策
に
は
、
公
社

に
農
地
を
集
積
し
、
作
業
道
や
小
規
模

土
地
改
良
を
実
施
し
、
貸
し
出
し
が
必

要
で
は
な
い
か
。

市
長　
「
農
業
担
い
手
公
社
設
立
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
さ
せ
、
職
員
に
よ

り
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
産
業

振
興
協
議
会
で
も「
農
業
担
い
手
公
社
」

の
必
要
性
に
つ
い
て
協
議
を
お
願
い
し

て
い
る
。
新
た
な
組
織
と
し
て
「
農
業

担
い
手
公
社
」
を
設
立
し
、
雇
用
の
場

の
創
出
と
天
草
農
業
の
活
性
化
を
実
現

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

〔
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
〕

大
塚　
地
域
が
将
来
計
画
を
策
定
す
る

な
ら
、
市
も
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、

農
村
の
将
来
像
と
農
業
振
興
の
基
本
方

針
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

総
合
計
画
基
本
構
想
、
基
本
計

画
、
実
施
計
画
な
ど
に
基
づ
き
、
農
業

行
政
を
展
開
し
て
き
た
。
農
業
の
現
状

と
課
題
を
把
握
し
、
重
点
的
に
取
り
組

む
内
容
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、

基
本
計
画
の
農
業
部
門
を
も
と
に
し

て
、
農
業
に
関
す
る
行
動
計
画
の
作
成

に
向
け
取
り
組
む
。

【
夢
を
語
っ
て
形
に
す
る
】

大
塚 

農
業
、農
村
の
あ
り
方
に
つ
い
て

農
業
者
、J
A
職
員
、行
政
職
員
が
と
も

に
夢
を
語
り
、夢
の
実
現
に
向
け
、行
政

上
の
課
題
や
法
制
度
上
の
問
題
、補
助

金
な
ど
に
つ
い
て
解
決
し
、汗
を
か
き
、

知
恵
を
出
し
、論
議
を
し
、実
現
す
る
こ

と
が
、合
併
の
目
標
で
あ
っ
た「
住
民
と

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
自
主
自

立
」「
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
」に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

福
嶋　
天
草
市
教
育
振
興
基
本
計
画
に

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
が
あ
る
。
本
市

で
は
、
小
学
校
の
余
裕
教
室
を
活
用
し

た
児
童
ク
ラ
ブ
は
あ
る
か
。

教
育
部
長　

現
在
の
と
こ
ろ
、
小
学
校

の
余
裕
教
室
を
活
用
し
た
児
童
ク
ラ
ブ

は
な
い
。

福
嶋　
今
回
の
質
問
の
き
っ
か
け
は
、

天
草
市
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
団

体
の
「
つ
ん
の
で
ネ
ッ
ト
〜
風
〜
」
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
２
人
の
女
性
が

企
画
を
練
り
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
開
催
し
、
現
地
視
察
を
行
い
、
綿
密

な
計
画
を
立

て
、
ぜ
ひ
、
本

市
に
お
い
て

も
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
を
考

え
、
小
学
校
の

余
裕
教
室
を
活

用
し
た
児
童
ク

ラ
ブ
を
立
ち
上

げ
た
い
と
の
強

い
要
望
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
り
、

若
い
お
母
さ
ん

た
ち
か
ら
自
発
的
に
出
て
き
た
計
画
で

あ
る
。
ぜ
ひ
、
来
年
度
か
ら
実
現
で
き

る
よ
う
に
、
ま
た
、
今
後
各
地
の
小
学

校
で
こ
の
よ
う
な
要
望
が
あ
っ
た
と
き

は
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
積
極
的
に

対
応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た

い
。

教
育
長　

小
学
校
の
余
裕
教
室
な
ど
を

使
っ
て
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
実
施
時
間
、
警
備
上
の

問
題
な
ど
、
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
く

べ
き
事
項
が
多
々
あ
る
と
思
う
が
、
お

世
話
い
た
だ
く
児
童
ク
ラ
ブ
の
方
及
び

学
校
現
場
と
十
分
協
議
し
な
が
ら
対
応

可
能
な
範
囲
で
進
め
て
い
き
た
い
。

福
嶋　
先
日
の
「
天
草
市
長
ロ
ー
カ
ル

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
評
価
・
検
証
大
会
」
で

市
長
は
民
間
で
で
き
る
こ
と
は
や
っ
て

い
た
だ
き
、
市
と
し
て
も
応
援
し
た
い

と
話
さ
れ
て
い
た
が
。

市
長　

市
民
か
ら
自
発
的
に
行
動
を
計

画
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
変

あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
件

に
関
し
て
は
、
教
育
委
員
会
あ
る
い
は

現
場
の
先
生
方
と
も
よ
く
相
談
・
協
議

を
さ
れ
て
、
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

天
草
の
農
業
・
漁
業
発
展
の
た
め
に

何
が
必
要
か

浜崎義昭
議員

大塚基生
議員

人
口
減
少
と
農
業
振
興
に
つ
い
て

天
草
の
未
来
を
拓
く

　
　
　
『
人
』
づ
く
り
に
つ
い
て

福嶋啓子
議員

浜
崎

大
塚

大
塚

大
塚

大
塚

浜
崎

浜
崎

福
嶋

福
嶋

福
嶋

浜
崎

◎全国市議会議長会永年勤続議員表彰◎

　地域の問題、そして生業である
農業問題打開のため、浅学非才の

身も省みず、有明町議会議員に立候補したのが、
血気盛んな30代後半の頃でありました。あれか
ら25年、市町合併時には市議会議員に推挙いた
だき、今回は、議長も務めることができました。
　これもひとえに皆様のご支援のおかげであり、
感謝申し上げる次第であります。

議員歴
•昭和63年6月25日（有明
町議会議員に初当選）

　～平成18年３月26日まで
•5期17年10ヶ月
（町議会議員の勤続年数は市議会
議員の１/２で換算される）

•平成18年4月24日（天草
市議会議員に当選）

　第88回全国市議会議長会定期
総会において市議会議員として

25年の特別表彰を受けました。
　これもひとえに関係各位のご支援の賜物と心か
ら感謝申し上げます。今後とも私の政治信条であ
ります「地域の均衡ある発展を目指して」全力で
行動してまいる所存でございます。

議員歴
•昭和61年7月28日（牛深
市議会議員に初当選）

　～平成18年３月26日まで
•5期19年９ヶ月
•平成18年4月24日（天草
市議会議員に当選）

　平成24年度の全国市議会議長会の総会において、中村・本田両議員が、永年にわたり地方
自治の発展に寄与した功績により表彰されました。おめでとうございます！

本田武志議員
（15年表彰）

中村五木議員
（25年表彰）

本田議員より
一言

中村議員より
一言

牛深港

水
俣
第
一
小
学
校
の

　
　
　
　
学
童
ク
ラ
ブ

教
育
部
長

経
済
部
長

経
済
部
長

経
済
部
長

経
済
部
長

教
育
長

経
済
部
長

市
長

市
長

市
長

一般質問
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パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
海
道

　梅雨の合間を見て染岳観音院の縁結び石を訪
ねました。
　ここは、男女二人がお互い手を合わせて、石
に手をのせれば、結ばれると言われています。
　実際に何組の夫婦が誕生したかは定かではあ
りませんが、何事もご縁です。
　皆様も一度訪ねてみられては！

　あまくさ市議会だよりの発刊を、
心からお祝い申し上げます。
　市議会におかれましては、本年３
月に議会基本条例を制定され、開かれた議会を目指
し、ご尽力をいただいておりますことに対し、深く
敬意を表しますとともに、心より感謝申し上げます。
　社会環境が大きく変化し、地域主権が推進されて
いる中、地方自治体は、その力量が試されており、
より地域に密着した市政運営が求められています。
　この度のあまくさ市議会だよりの発刊により、市
議会がさらに、市民の皆さま方に身近なものとなる
とともに、市政発展に大きく寄与していただくもの
と大いに期待しているところでございます。
　終わりに、市議会議員各位並びに市民の皆さま方
のご健勝とご多幸を心からお祈りいたしまして、ご
あいさつといたします。

●次回の開催日：９月第２週開会予定
●前古田副市長の退職
　（４年間ご尽力いただきありがとうございました。）
●前本田議長、前松江副議長
　（２年間お疲れさまでした。）

　議場の議員席後方には傍聴席が50席設けてありま
すので、市民の皆さまのご来場をお待ちしています。
また、議会本会議の模様は、
市ホームページの議会コー
ナーやケーブルテレビの市
民チャンネルで中継してい
ますので、ご覧ください。

　市議会では、市政の諸問題に対処するため、市
内10カ所で市民の皆さまと直接市政全般にわた
って自由に情報、意見を交換する「議会報告会」
を開催します。多くの皆さまのご参加をお待ちし
ています。なお、参加される場合は、本誌「あま
くさ市議会だより」（８月15日号）を持参ください。

　
残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
記
事
を
編
集
し
て
い
る
の

は
、
７
月
上
旬
の
梅
雨
の
ま
っ
た
だ

中
で
す
。
昨
年
は
、
３
月
に
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
未
曾
有
の
被
害
に
遭

い
、
今
年
７
月
は
熊
本
、
大
分
、
福

岡
に
観
測
史
上
記
録
に
な
い
大
雨
被

害
が
発
生
し
多
く
の
命
が
失
わ
れ
ま

し
た
。
今
後
も
想
定
外
の
自
然
災
害

が
起
こ
る
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
行
政
側
も
災
害
に
よ
る
対
策
を
備

え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
自

己
防
衛
で
市
民
の
皆
さ
ま
も
非
常
袋

な
ど
の
常
備
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
今
回
、
天
草
市
議
会
で
も
議
会
だ

よ
り
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
だ
手
探
り
状
態
で
制
作
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
読
み
づ
ら
い
と
こ
ろ

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後

工
夫
を
重
ね
読
み
や
す
い
紙
面
作
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
委
員
長　
濱
洲
大
心

天
草
市
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

　
委
員
長　
　
濱
洲
大
心　

　
副
委
員
長　
福
嶋
啓
子　

　
委
員　
　
　
楠
本
千
秋

　
　
　
　
　
　
船
辺　
修

　
　
　
　
　
　
蓮
池
良
正　

　
　
　
　
　
　
宮
下
幸
一
郎

　
　
　
　
　
　
黒
田
忠
広

あまくさ市議会だより発刊に寄せて
天草市長  安田公寛

編
集
後
記

市 議 会 か ら の お し ら せ

染岳観音院の縁結び石

前古田副市長

（JA本渡五和・山口支所より本町側に看板有り）

前本田議長 前松江副議長

議会を傍聴しませんか！
◆「議会報告会」の日程（今回の開催地区）

※時間は、いずれも午後７時30分から同９時までの予定です。

地　区
新　和
牛　深
有　明

　
８月25日㈯
９月 １日㈯
９月 １日㈯

新和町民センター
牛深支所２階（会議室）
有明町民センター

期　日 場　　所

「議会報告会」を開催します
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